
令和５年度年間学習計画（シラバス） 

教科名 地歴公民  科目名  総合社会  ３年Ｊ選択 

科 目 の 目 標 

 地理歴史・公民に関する基本的な知識や教養を幅広く学び、日本史・世界史・地

理・政治経済など各分野の問題演習等をとおして、就職試験や公務員試験の一般

常識試験に対応できる基礎学力や思考力を身に付ける。 

 

 尚栄ＧＰ（思考力・想像力・発信力） 

履 修 年 次  ３年次 単 位 数 ２ 

授 業 の 方 法 一斉授業 

教 科 書 

副 教 材 
なし 

学 習 に 必 要 な 

物 品 ・ 費 用 等 
紙ファイル 

学 習 の 目 標 

日本史・世界史・地理・政治経済など、地理歴史・公民各分野の問題演習等をとお

して、就職試験や公務員試験の一般常識試験にも対応できる基礎学力や思考力を身に付

ける。 

学 習 の 内 容 と 

主 な 学 習 活 動 

・ 言 語 活 動 

(1)日本史・世界史・地理・政治経済など各分野の問題を解き、就職試験や公務 

員試験などに対応できる基礎学力を身に付ける。 

(2)ニュースや時事問題について、資料等を活用して論理的に思考し、思索を深め、自ら

の意見を説明したり対話したりする力を養う。  

 

学 習 の 留 意 点 

(1)授業の導入を聴いた後、単元ごとに配布されるワークシートの作業を行う。 

(2)板書事項や重要事項はノートやプリントに書く。 

(3)指示があった時にはノートや課題を期日までに提出する。 

(4)配布されたプリントや資料はファイルに入れ、家庭学習・試験対策に活用する。 

評 価 方 法 

(1)定期考査、ノート・課題提出などをもとに、評価の観点（「関心・意欲・態度」 

「思考・判断・表現」「資料活用の技能」「知識・理解」）に基づき、総合的に評価 

する。 

(2)授業態度や提出物の提出状況、ノート・プリントの整理の状況なども、評価材料と 

する。 

 

 

 

 



令和５年度 「総合社会」年間学習計画 

学 

期 

月 

別 

時

間 
単元 学習内容 評価の観点（評価規準） 考査等 

前

期 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

４ 

３ 

 

２ 

２ 

政治経済 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュース･時事問題 

・人権と民主主義 

・日本国憲法 

・国会・選挙 

・内閣・裁判所・三権分立 

・地方自治 

・資本主義経済 

・国民経済 

 

 

問題演習 

 

 

【関心・意欲・態度】 

日本史・世界史・地理・政治経済

など各分野の基本事項について、意欲

的に学び、課題に取り組んでいる。 

 

【思考・判断・表現】 

ニュースや時事問題について、資料等

を活用して論理的に思考し、自らの意見

を説明したり対話したりすることができ

る。  

 

【資料活用の技能】 

課題のプリントに取り組み、自ら理解

を深めるためのファイル作成や工夫をし

ている。 

 

【知識・理解】 

日本史・世界史・地理・政治経済

など各分野の基本事項を理解し、定着

している。 

ニュースや時事問題について理解を深

め、自らの意見や考えをまとめることが

できる。 

 

 

 

 

前期中間考査 

ファイル提出 

７ 

 

 

８ 

 

９ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

３ 

 

５ 

 

３ 

２ 

 

 

政治経済 

 

 

 

 

日本史 

 

 

 

ニュース･時事問題 

・資本主義経済 

・国民経済 

・金融･財政・社会保障 

・国際社会 

 

・古代 

・中世・近世 

・近代・現代 

 

・問題演習 

 

 

 

 

前期期末考査 

ファイル提出 

後

期 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

４ 

 

４ 

 

世界史 

 

 

 

地理 

 

 

 

 

ニュース･時事問題 

・古代・中世 

・近代・現代 

・東西冷戦・冷戦終結後 

 

・日本の地形・気候 

・日本の産業 

・世界の地形・気候 

・世界の国々 

 

・問題演習 

 

 

 

後期中間考査 

ファイル提出 

12 

 

１ 

 

 

４ 

 

４ 

 

 

各分野のまとめ 

 

ニュース･時事問題 

・総合問題、演習 

 

・問題演習 

 

後期期末考査 

ファイル提出 

  計 60  

 



令和５年度年間学習計画（シラバス） 

教科名 地理歴史   科目名  地理Ｂ   ３年 Fz１・Fz２選択 

科 目 の 目 標 

現代世界の地理的事象を系統地理的に、現代世界の諸地域を歴史的背景を

踏まえて地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養うとともに、地理的な

見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資

質を養う。 

 

尚栄ＧＰ（思考力・想像力・発信力） 

履 修 年 次 ３ 年次 単 位 数 ４ 

授 業 の 方 法 一斉授業 

教 科 書 

副 教 材 

『新詳地理Ｂ』（帝国書院） 

『標準高等地図―地図で読む現代社会―』（帝国書院） 

『新詳地理資料 ＣＯＭＰＬＥＴＥ ２０２０』（帝国書院） 

学 習 に 必 要 な 

物 品 ・ 費 用 等 
なし 

学 習 の 目 標 

(1)自然環境の諸事象と人間生活との関わりを学ぶ。 

(2)世界の諸地域を多面的・多角的に学習し、その多様な特色を理解する。 

(3)各単元における基礎知識の定着をはかり、諸地域や世界が抱える課題の

解決法を考察する。 

学 習 の 内 容 と 

主 な 学 習 活 動 

・ 言 語 活 動 

(1)さまざまな地図と地理的技能 

  時差の求め方や地理情報の地図化などについて学びます。   

(2)現代世界の系統地理的考察 

  自然環境、資源と産業、人口・村落・都市、生活文化・民族・宗教につい

て、テーマごとの世界全図＝統計地図を多用し、世界の概観を学びます。 

(3)現代世界の地誌的考察 

世界の諸地域ごとに自然・歴史・文化・産業について学び、地域的特色や

地球規模の課題に取組み、解決策を考察します。 

学 習 の 留 意 点 

(1)授業に集中して取り組み、説明をきちんと聞くこと。 

(2)板書事項や重要事項はノートやプリントに書くこと。 

(3)指示があった時にはノートや課題を期日までに提出すること。 

(4)配布されたプリントや資料はノートに貼るか、個別にファイルを用意して

保管すること。 

評 価 方 法 

(1)定期考査、小テスト、ノート・プリント・課題の提出などをもとに、評価

の観点「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「資料活用の技能」「

知識・理解」に基づき総合的に評価する。 

(2)授業態度や提出物の提出状況、ノート・プリントの整理の状況なども評価

材料とする。 



令和５年度 「地理Ｂ」年間学習計画 

学 

期 

月 

別 

時

間 
単元 学習内容 評価の観点（評価規準） 考査等 

前

期 

４ 

５ 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

第１部 

さまざまな地図と地

理的技能 

 

第２部 

現代世界の系統地理

的考察 

○地理情報と地図 

○地図の活用と地域調査 

 

 

○自然環境 

・世界の地形 ・世界の気候 

・日本の自然の特徴と人々の生活 

・環境問題 

 

【関心・意欲・態度】 

地理的好奇心、関心を持ち主体的に取り

組もうとしている。 

【思考・判断・表現】 

考察を通して、諸事象の規則性・関連性

や特異性に気付くことができる。 

【資料活用の技能】 

・読図によって正しい地理情報を得るこ

とができる。 

・統計地図の作図や時差計算ができる。 

【知識・理解】 

・諸事象間の関連性を理解している。 

・地理用語を正しく理解している。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

プリント･課題 

提出 

 

７ 

８ 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28 

 

 ○資源と産業 

・世界の農林水産業 ・食料問題 

・世界のエネルギー・鉱産資源 

・資源・エネルギー問題 

・世界の工業 ・第３次産業 

○人口、村落・都市 

○生活文化、民族・宗教 

・世界の衣食住 ・民族と宗教 

・民族・領土問題 

 

【関心・意欲・態度】 

地理的好奇心、関心を持ち主体的に取り

組もうとしている。 

【思考・判断・表現】 

考察を通して、諸事象の規則性・関連性

や特異性に気付くことができる。 

【資料活用の技能】 

統計地図を正しく読図できる。 

【知識・理解】 

・諸事象間の関連性を理解している。 

・地理用語を正しく理解している。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

プリント･課題 

提出 

 

後

期 

10 

11 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

39 

第３部 

現代世界の地誌的考

察 

○現代世界の地域区分 

○現代世界の諸地域 

・東アジア ・東南アジア 

・南アジア  

・西アジアと中央アジア 

・北アフリカとサハラ以南のアフ

リカ 

 

【関心・意欲・態度】 

地理的好奇心、関心を持ち主体的に取り

組もうとしている。 

【思考・判断・表現】 

・諸地域と日本とのつながりを考察するこ 

とができる。 

・諸地域間の関連性や特異性に気付くこと

ができる。 

【知識・理解】 

・諸地域の特徴を理解している。 

・地理用語を正しく理解している。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

プリント･課題 

提出 

 

１ 

２ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

38 

 ・ヨーロッパ ・ロシア 

・アングロアメリカ 

・ラテンアメリカ 

・オセアニア 

 

○現代世界と日本 

【関心・意欲・態度】 

地理的好奇心、関心を持ち主体的に取り

組もうとしている。 

【思考・判断・表現】 

・諸地域と日本とのつながりを考察するこ 

とができる。 

・諸地域間の関連性や特異性に気付くこと

ができる。 

【知識・理解】 

・諸地域の特徴を理解している。 

・地理用語を正しく理解している。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

プリント･課題 

提出 

 

  計 140  

 



令和５年度年間学習計画（シラバス） 

教科名 地理歴史  科目名  日本史Ａ  ３年共通 

科 目 の 目 標 

我が国の近現代の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と

関連付け現代の諸課題に着目して考察することによって、歴史的思考力を培い

、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

身に付けさせたい資質・能力（探究心・思考力・知識） 

履 修 年 次  ３ 年次 単 位 数 ２ 

授 業 の 方 法 一斉授業 

教 科 書 

副 教 材 

『高等学校 改訂版日本史Ａ 人・くらし・未来』（第一学習社） 

『プロムナード日本史』（浜島書店） 

学 習 に 必 要 な 

物 品 ・ 費 用 等 
なし 

学 習 の 目 標 

(1)近現代史を中心に、日本で起こった歴史上の基本的な知識を習得する。 

(2)地理的条件や世界の歴史と関連付けながら、現代日本の諸課題を歴史的観

点から考察したり判断したりする能力を身に付ける。 

学 習 の 内 容 と 

主 な 学 習 活 動 

・ 言 語 活 動 

(1)教科書や資料集をもとに、歴史上の諸事象に対する興味や関心を持つ能力

を身に付ける。 

(2)ノートやプリントの作成をとおして、歴史的事象についての情報を適切に

選択し、まとめる学び方を身に付ける。 

(3)授業や定期考査・小テストをとおして、日本の歴史についての基本的な知

識を身に付ける。 

学 習 の 留 意 点 

(1)授業に集中して取り組み、説明をきちんと聞くこと。 

(2)板書事項や重要事項はノートやプリントに書くこと。 

(3)指示があった時にはノートや課題を期日までに提出すること。 

(4)配布されたプリントや資料はノートに貼るか、個別にファイルを用意して

保管すること。 

評 価 方 法 

(1)定期考査、小テスト、ノート・課題提出などをもとに、評価の観点「関心・

意欲・態度」「思考・判断・表現」「資料活用の技能」「知識・理解」に基

づき総合的に評価する。 

(2)授業態度や提出物の提出状況、ノート・プリントの整理の状況なども評価

材料とする。 

 



令和５年度 「日本史Ａ」年間学習計画 

学 

期 

月 

別 

時

間 
単元 学習内容 評価の観点（評価規準） 考査等 

前

期 

４ 

５ 

６ 

 

 

18 

 

 

 

 

近代への胎動 

開国と幕末の動乱 

近代国家の形成 

開国後の国内の状況、攘夷運動

から討幕運動へと至る江戸末期の

出来事について学ぶ。 

明治政府による諸制度の改革に

よる社会の変化や、自由民権運動

によって近代的な政治体制が整え

られていく過程を学ぶ。 

 

【関心・意欲・態度】 

近代日本が形成された過程に関心を持ち、

意欲的に学ぼうとしている。 

【資料活用の技能】 

近代日本の成立の過程や流れ、重要事項

について、ノートにまとめることができ

ている。 

【知識・理解】 

近代日本の形成に関わる基本的な知識を

身に付けている。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

７ 

８ 

９ 

 

 

15 

 

 

 

 

国際関係の推移と 

近代産業の発展 

第一次世界大戦と 

日本 

 

明治時代の外交政策や日清戦争

と日露戦争の過程、国内外に与え

た影響を中心に学ぶ。 

明治期に起こった近代産業や国

内文化の発展について学ぶ。 

大正時代の内政・外交・文化の

変遷や出来事を、世界との関わり

を踏まえながら学ぶ。 

 

【関心・意欲・態度】 

日本の外交政策や諸外国との関わりにつ

いて関心を持ち、意欲的に学ぼうとして

いる。 

【資料活用の技能】 

条約改正や日清・日露戦争・第一次世界

大戦の過程や流れ、重要事項をノートに

まとめることができている。 

【知識・理解】 

条約改正や諸戦争の原因・経過・結果そ

の影響について、日本がとった外交政策

や基本的な知識を身に付けている。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

後

期 

10 

11 

 

17 

 

第二次世界大戦と 

日本 

日本の再出発 

日本が深刻な不況をきっかけに

中国大陸への進出や太平洋戦争に

至った経緯や出来事について学

ぶ。 

終戦後、連合国の占領を受けた

日本がどのように復興していくの

かを、世界情勢の関わりと関連付

けて学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

日本が戦争を推進し、敗戦に至るまでの

経緯や、戦争における民衆の関わりにつ

いて関心を持ち、意欲的に学ぼうとして

いる。 

【資料活用の技能】 

日本が中国大陸への進出や太平洋戦争に

至った経緯や流れ、重要事項をノートに

まとめることができている。 

【知識・理解】 

日本の対外進出・戦争・敗戦後の復興に関

する基本的な知識を身に付けている。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

12 

１ 

10 

 

独立後の政治と 

経済の発展 

現代の日本と世界 

急速な経済成長が進み、日本が

経済大国になっていった過程や、

当時の社会・国際状況について学

ぶ。 

現在の日本が抱える諸問題につ

いて学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

戦後日本の急速な経済成長や、当時の社

会・国際状況についてについて関心を持

ち、意欲的に学ぼうとしている。 

【資料活用の技能】 

現代日本の出来事や流れ、重要事項をノ

ートにまとめることができている。 

【知識・理解】 

現在の日本が抱える経済や社会に関わる

諸問題について理解している。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

  計 60  

 



令和５年度年間学習計画（シラバス） 

教科名 地理歴史  科目名  日本史Ｂ  ３年Ｆ･Ｇ･Ｈ選択 

科 目 の 目 標 

我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的要件や世界の歴史と関連付け

て総合的に考察し、我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めることに

よって、歴史的考察力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自

覚と資質を養う。 

 

尚栄ＧＰ（思考力・想像力・発信力） 

履 修 年 次 ３ 年次 単 位 数 ４ 

授 業 の 方 法 一斉授業 

教 科 書 

副 教 材 

山川出版社『高校日本史Ｂ』 

浜島書店『プロムナード日本史』 

学 習 に 必 要 な 

物 品 ・ 費 用 等 
なし 

学 習 の 目 標 

(1)日本史の基礎的な知識の習得を図るとともに、歴史的な観点から物事を見

る能力を養い、現代社会を多面的に考察する力を身に付ける。 

(2)日本の文化や、伝統の特色についての認識を深める。 

学 習 の 内 容 と 

主 な 学 習 活 動 

・ 言 語 活 動 

(1)教科書や資料集をもとに、日本の歴史上の諸事象に対する興味や関心を持

つ能力を身に付ける。 

(2)ノートやプリントの作成をとおして、歴史的事象についての情報を適切に

選択し、まとめる学び方を身に付ける。 

(3)授業や定期考査・小テストをとおして、日本の歴史についての基本的な知

識を身に付ける。 

学 習 の 留 意 点 

(1)授業に集中して取り組み、説明をきちんと聞くこと。 

(2)板書事項や重要事項はノートやプリントに書くこと。 

(3)指示があった時にはノートや課題を期日までに提出すること。 

(4)配布されたプリントや資料はノートに貼るか、個別にファイルを用意して

保管すること。 

評 価 方 法 

(1)定期考査、小テスト、ノート・課題提出などをもとに、評価の観点「関心・

意欲・態度」「思考・判断・表現」「資料活用の技能」「知識・理解」に基

づき総合的に評価する。 

(2)授業態度や提出物の提出状況、ノート・プリントの整理の状況なども評価

材料とする。 



令和５年度 「日本史Ｂ」年間学習計画 

学 

期 

月 

別 

時

間 
単元 学習内容 評価の観点（評価規準） 考査等 

前

期 

４ 

５ 

６ 

 

 

10 

15 

12 

 

 

第一章 

日本文化のあけぼの 

第二章 

古代国家の形成 

第三章 

古代国家の展開 

第四章 

宮廷貴族社会の成立 

日本文化の成り立ちや、古代国

家の成立の過程を学ぶ。 

大化の改新後の中央集権成立の

過程や律令制度、諸外国との交流

について学ぶ。 

奈良時代及び平安時代の政治の

流れや仏教の特色、文化の発展に

ついて学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

古代日本の成り立ちや古代国家の成立の

過程に関心を持ち、意欲的に学ぼうとし

ている。 

【資料活用の技能】 

古代日本に関する重要事項をノートにま

とめることができている。 

【知識・理解】 

古代日本の形成に関わる基本的な知識を

身に付けている。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

７ 

８ 

９ 

 

 

10 

８ 

12 

 

 

第五章 

武家政権の成立 

第六章 

中世社会の展開 

第七章 

幕藩体制の確立 

第八章 

幕藩体制の展開 

 

鎌倉幕府の全国的政権化の過程

や、北条氏による政権政治の成立

過程とその内容を学ぶ。 

室町幕府の政治の仕組みや外

交、応仁の乱による幕府権威の失

墜に至る過程を学ぶ。 

織田信長の統一事業、豊臣秀吉 

の全国統一、徳川家康の台頭と江

戸幕府成立の過程を学ぶ。 

江戸幕府の幕藩体制や鎖国の過

程や影響について学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

鎌倉・室町両幕府～戦国時代・江戸幕府

の成立に至る過程について関心を持ち意

欲的に学ぼうとしている。 

【資料活用の技能】 

中世の日本の歴史に関する重要事項をノ

ートにまとめることができている。 

【知識・理解】 

中世日本の形成に関わる基本的な知識を

身に付けている。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

後

期 

10 

11 

 

15 

15 

第九章 

幕藩体制の動揺 

第十章 

近代国家の成立 

第十一章 

立憲国家の成立と日

清・日露戦争 

第十二章 

大正デモクラシーと

政党政治 

開国後の国内の状況や江戸末期

の出来事、明治政府による諸制度

の改革による社会の変化について

学ぶ。 

明治時代の外交政策や日清戦争

と日露戦争の過程を学ぶ。 

大正時代の内政・外交・文化の

変遷や出来事を学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

近代日本の形成や諸政策、諸外国との関

わりに関心を持ち、意欲的に学ぼうとし

ている。 

【資料活用の技能】 

近代日本の成立の過程や流れ、重要事項

について、ノートにまとめることができ

ている。 

【知識・理解】 

近代日本の形成に関わる基本的な知識を

身に付けている。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

12 

１ 

15 

８ 

第十三章 

第二次世界大戦と日

本 

第十四章 

占領と国際復帰 

第十五章 

55 年体制と高度経

済成長 

第十六章 

冷戦終了と 55 年体

制の崩壊 

日本が中国大陸への進出や太平

洋戦争に至った経緯や出来事につ

いて学ぶ。 

終戦後、日本がどのように復興

していくのかを学ぶ。 

日本が経済大国になっていった

過程や、現在の日本が抱える諸問

題について学ぶ。 

【関心・意欲・態度】 

日本が戦争を推進し、敗戦に至るまでの

経緯や、戦後の急速な経済成長、当時の

社会・国際状況についてについて関心を

持ち、意欲的に学ぼうとしている。 

【資料活用の技能】 

現代日本の出来事や流れ、重要事項をノ

ートにまとめることができている。 

【知識・理解】 

現在の日本が抱える経済や社会に関わる

諸問題について、世界の動きと関連付けて

理解している。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

  計 120  

 



令和５年度 北海道美唄尚栄高等学校シラバス 

教科 地歴公民科 科目(選択群) 公共（２年共通） 単位数 ２単位 

科 目 の 目 標 

(1) 現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに，

諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を

身に付けるようにする。 

(2) 現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理

を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社会参画を視野に入れなが

ら構想したことを議論する力を養う。 

(3) よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多

角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や，

公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主

権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。 

特に身に付けたい

力（尚栄ＧＰ） 
思考力、行動力、発信力 

教科書・副教材 
「新公共」（第一学習社） 

「最新公共資料集2023」（第一学習社） 

学習上の留意点 

(1)常に自主的に学習する姿勢を持ち、集中して授業に取り組みましょう。 

(2)グループ学習では他人の意見や話をよく聞き理解し、自分が意見を述べるときには、相

手に自分の考えがきちんと伝わるよう工夫しましょう。 

(3)配付されたプリントなどは、紛失させることのないようにしっかりと保管しましょう。 

(4)課題のプリントやノートは期日を守って提出しましょう。 

評価の観点、観点別学習状況の評価基準 

 評価の 

  観点 

 

 

 

 

 

評価基準 

【知識・技能】 
現代の諸課題を捉え考察し，選択・判

断するための手掛かりとなる概念や理

論について理解するとともに，諸資料

から，倫理的主体などとして活動する

ために必要となる情報を適切かつ効果

的に調べまとめている。 

【思考・判断・表現】 

現実社会の諸課題の解決に向けて，選

択・判断の手掛かりとなる考え方や公

共的な空間における基本的原理を活

用して，事実を基に多面的・多角的に

考察し公正に判断したり，合意形成や

社会参画を視野に入れながら構想し

たことを議論したりしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

よりよい社会の実現を視野に，国

家及び社会の担い手として，現代

の諸課題を主体的に解決しようと

している。 

Ａ 

十分満足

できる 

現代の諸課題についてしっかりと

理解しているとともに、諸資料か

ら様々な情報をしっかりと調べる

ことができる。 

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・

判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空

間における基本的原理を，多面的・多角的

にしっかりと考察することができ、考察し

たことを効果的に説明したり，それらを基

に議論したりすることがしっかりとできる

。 

現代の諸課題について，見通しを

持って学習にしっかりと取り組も

うとしており、自身との関わりを

踏まえて学習を振り返るとともに

，次の学習へのつながりをしっか

りと見いだそうとしている。 

Ｂ 

おおむね

満足でき

る 

現代の諸課題についておおむね理

解しているとともに、諸資料から

様々な情報をおおむね調べること

ができる。 

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・

判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空

間における基本的原理をおおむね考察する

ことができ、考察したことを効果的に説明

したり，それらを基に議論することがおお

むねできる。 

現代の諸課題について，見通しを

持って学習におおむね取り組もう

としており、学習を振り返るとと

もに，次の学習へのつながりをお

おむね見いだそうとしている。 

Ｃ 

努力を要

する 

現代の諸課題について理解してい

ないとともに、諸資料から様々な

情報を調べることができない。 

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・

判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空

間における基本的原理を，考察することが

できなく、考察したことを説明したり，議

論したりすることができない。 

現代の諸課題について，見通しを

持って学習に取り組めず、学習を

振り返り，次の学習へのつながり

を見いだせない。 

評価方法 単元テスト、小テスト、学習課題 単元テスト、学習課題、ノートや

ワークシートの記述内容、授業で

の取り組み状況など 

学習課題、ノートやワークシート

の記述内容、授業での取り組み状

況など 

 



令和５年度 「公共」年間学習計画 

学 

期 

時

間 
単元・学習内容 評価の観点（評価規準） ＩＣＴ活用の場面 

前

期 

７ 

 

 

６ 

 

 

 

10 

 

12 

公共的な空間をつくる私たち 

 

 

公共的な空間における人間としての

あり方生き方 

 

 

公共的な空間における基本的原理 

 

法的な主体となる私たち 

 

【知識・技能】 

社会地域や他者との協働、法や規範に基づく運用などを

理解して、さらに諸資料からそれらに関するさまざまな情

報を適切かつ効果的に調べまとめる事ができる。 

 

【思考・判断・表現】 

社会地域や他者との協働、法や規範に基づく運用につい

て、さまざまな事柄に触れながら考察し、それを効果的に

他者に伝えることができる。 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習課題に沿って積極的に学習に取り組み、自分自身と

の関わりに着目しながら学習を振り返ることができる。 

前時の振り返り 

 

学習の記録 

 

既習事項定着度合い

を確認する小テスト 

 

写真や動画などの参

考資料の提示 

 

プレゼンテーション

の作成、発表、相互

評価 

 

 

 

 

後

期 

12 

 

 

 

 

 

19 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

政治的な主体となる私たち 

 

 

 

 

 

経済的な主体となる私たち 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な社会づくりの主体となる

私たち 

【知識・技能】 

国内政治や国際政治の諸問題や経済活動の諸問題を理

解し、諸資料からそれらに関するさまざまな情報を適切か

つ効果的に調べまとめる事ができる。 

 

【思考・判断・表現】 

国内政治や国際政治の諸問題や経済活動の諸問題につ

いて、さまざまな事柄に触れながら考察し、それを効果的

に他者に伝えることができる。 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習課題に沿って積極的に学習に取り組み、自分自身と

の関わりに着目しながら学習を振り返ることができる。 

前時の振り返り 

 

学習の記録 

 

既習事項定着度合い

を確認する小テスト 

 

写真や動画などの参

考資料の提示 

 

話し合いのための情

報収集 

 

 

計 70    

 



令和５年度 北海道美唄尚栄高等学校シラバス 

教科 地歴公民科 科目(選択群) 地理総合（２年共通） 単位数 ２単位 

科 目 の 目 標 

(1)社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を

通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な

国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を養う。 

(2)地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様性や防災、地域や地球的課題への

取組などを理解するとともに、地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資料か

ら地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。 

(3)地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、場所、人間と自然

環境との相互依存関係、空間的相互依存作用、地域などに着目して、概念などを活用し

て多面的・多角的に考察したり、地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や、考

察・構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。  

(4)地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主

体的に追究、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土に対する愛情、世界の諸地域

の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。 

特に身に付けたい

力（尚栄ＧＰ） 
思考力、行動力、発信力 

教科書・副教材 
「高等学校 新地理総合」（帝国書院） 

「標準高等地図」（帝国書院） 

学習上の留意点 

(1)常に自主的に学習する姿勢を持ち、集中して授業に取り組むこと。 

(2)グループ学習では他人の意見や話をよく聞き理解し、自分が意見を述べるときには、相

手に自分の考えがきちんと伝わるよう工夫すること。 

(3)配付されたプリントなどは、紛失させることのないように各自保管すること。 

(4)課題のプリントやノートは期日を守って提出すること。 

評価の観点、観点別学習状況の評価基準 

 評価の 

  観点 

 

 

 

 

 

 

評価基準 

【知識・技能】 

地理に関わる諸事象に関して、世

界の生活文化の多様性や、地球的

課題への取組などを理解している

とともに、調査や諸資料から地理

に関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめている。 

【思考・判断・表現】 

地理に関わる事象や意義、特色

や相互の関連を、位置や分布、

場所、地域などに着目して、多

面的・多角的に考察したり、地

理的な課題の解決に向けて自ら

の考えを効果的に説明したり、

議論したりしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

地理に関わる諸事象について、

国家および社会の形成者として

よりよい社会の実現を視野にそ

こで見られる課題を主体的に追

究し、解決しようとしている。 

Ａ 

十分満足

できる 

地理に関わる諸事象についてし

っかりと理解しているとともに

諸資料から様々な情報をしっか

りと調べることができる。 

地理に関わる事象の意味や意義

特色などを，多面的・多角的に

しっかりと考察することができ

考察したことを効果的に説明し

たりそれらを基に議論したりす

ることがしっかりとできる。 

地理に関わる諸事象について、

見通しを持って学習に取り組も

うとしており、自身との関わり

を踏まえて学習を振り返るとと

もに、次の学習へのつながりを

見いだそうとしている。 

Ｂ 

おおむね

満足でき

る 

地理に関わる諸事象についてお

おむね理解しているとともに、

諸資料から様々な情報をおおむ

ね調べることができる。 

地理に関わる事象の意味や意義

特色などをおおむね考察するこ

とができ、考察したことを効果

的に説明したり、それらを基に

議論することが概ねできる。 

地理に関わる諸事象について、

見通しを持って学習におおむね

取り組もうとしており、学習を

振り返り次の学習へのつながり

を概ね見いだそうとしている。 

Ｃ 

努力を要

する 

地理に関わる諸事象について十

分に理解しておらず、諸資料か

ら様々な情報を調べることがで

きない。 

地理に関わる事象の意味や意義

特色などを考察することができ

ず、考察したことを説明したり

議論することができない。 

地理に関わる諸事象について、

見通しを持って学習に取り組め

ず、学習を振り返り、次の学習

へのつながりを見いだせない。 

評価方法 単元テスト、小テスト、学習課

題 

単元テスト、学習課題、ノート

やワークシートの記述内容、授

業での取り組み状況など 

学習課題、ノートやワークシー

トの記述内容、授業での取り組

み状況など 



令和５年度 「地理総合」年間学習計画 

学 

期 

時

間 
単元・学習内容 評価の観点（評価規準） ＩＣＴ活用の場面 

前

期 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

22 

 

 

 

地図と地理情報システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

結び付きを深める現代世界 

 

 

 

 

 

 

生活文化の多様性と国際理解 

 

 

 

 

 

 

【知識・技能】さまざまな地図の読図などを基に、地図や地理情

報システムの役割や有用性などについて理解している。 

【思考・判断・表現】地図や地理情報システムについて、目的や

用途、内容、適切な活用の仕方などを多面的・多角的に考察し、

表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】地図や地理情報システムについ

て、よりよい社会の実現を視野に、そこで見られる課題を主体的

に追究・解決しようとしている。 

 

【知識・技能】さまざまな地図の読図などを基に、方位や時差、

国内や国家間の結び付きについて理解している。 

【思考・判断・表現】現代世界の地域構成について、世界的視野

から見た日本や国家間の結び付きなどを多面的・多角的に考察し

、表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】現代世界の地域構成について、

よりよい社会の実現を視野に、そこで見られる課題を主体的に追

究・解決しようとしている。 

 

【知識・技能】人々の生活文化が地理的環境の影響によって多様

性を持つことや、地理的環境の変化によって変容することなどに

ついて理解している。 

【思考・判断・表現】自然及び社会的条件との関わりなどに着目

して主題を設定し、多様性や変容の要因などを多面的・多角的に

考察し、表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】生活文化の多様性と国際理解に

ついて、よりよい社会の実現を視野に、そこで見られる課題を主

体的に追究・解決しようとしている。 

前時の振り返り 

 

学習の記録 

 

既習事項定着度合い

を確認する小テスト 

 

写真や動画などの参

考資料の提示 

 

プレゼンテーション

の作成、発表、相互

評価 

 

 

 

 

後

期 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

地球的課題と国際協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境と防災 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活圏の調査と地域の展望 

【知識・技能】地球環境問題、資源・エネルギー問題など

の地球的課題について、各地で共通する傾向性や課題相互

の関連性について理解している。 

【思考・判断・表現】地域の結び付きや持続可能な社会づ

くりなどに着目して主題を設定し、現状や解決の方向性な

どを多面的・多角的に考察し、表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】地球的課題と国際協力に

ついて、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題

を主体的に追究・解決しようとしている。 

 

【知識・技能】地域の自然環境の特色と自然災害への備え

や対応の重要性などについて理解している。 

【思考・判断・表現】自然及び社会的条件との関わりなど

に着目して主題を設定し、自然災害への備えや対応などを

多面的・多角的に考察し表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】自然環境と防災について

、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体

的に追究・解決しようとしている。 

 

【知識・技能】生活圏の調査を基に、地理的な課題の解決

に向けた 

取組や探究する方法などについて理解している。 

【思考・判断・表現】生活圏内外の結び付きや地域の変容

などに着目して主題を設定し、課題解決への取組などを多

面的・多角的に考察し、表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】生活圏の調査と地域の展

望について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる

課題を主体的に追究・解決しようとしている。 

前時の振り返り 

 

学習の記録 

 

既習事項定着度合い

を確認する小テスト 

 

写真や動画などの参

考資料の提示 

 

話し合いのための情

報収集 

 

 

計 70    

 



令和５年度 北海道美唄尚栄高等学校シラバス 

教科 地歴公民科 科目(選択群) 日本史探究（２年選択Ｃ） 単位数 ３単位 

科 目 の 目 標 

(1) 日本の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野

から捉え，日本の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切

かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2)日本の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，

相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，多面的・多角的に考察し，考察したこ

とを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3)日本の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体

的に追究，解決しようとする態度を養う。 

特に身に付けたい

力（尚栄ＧＰ） 
思考力、行動力、発信力 

教科書・副教材 
「高校日本史」（山川出版社） 

「新詳日本史」（浜島書店） 

学習上の留意点 

(1)常に自主的に学習する姿勢を持ち、集中して授業に取り組みましょう。 

(2)グループ学習では他人の意見や話をよく聞き理解し、自分が意見を述べるときには、相

手に自分の考えがきちんと伝わるよう工夫しましょう。 

(3)配付されたプリントなどは、紛失させることのないようにしっかりと保管しましょう。 

(4)課題のプリントやノートは期日を守って提出しましょう。 

評価の観点、観点別学習状況の評価基準 

 評価の 

  観点 

 

 

 

 

 

 

評価基準 

【知識・技能】 
日本の歴史の展開に関わる諸事象につ

いて、地理的条件や世界の歴史と関連

づけながら総合的にとらえて理解して

いるとともに、諸資料から我が国の歴

史に関する様々な情報を適切かつ効果

的に調べまとめる技能を身につけるよ

うにする。 

【思考・判断・表現】 

日本の歴史の変化に関わる事象

の意味や意義，特色などを，時期

や年代，推移，比較，相互の関連

や現在とのつながりなどに着目

して，多面的・多角的に考察する

ことができ、考察したことを効果

的に説明したり，それらを基に議

論したりすることができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

日本の歴史に関わる諸事象につい

て，見通しを持って学習に取り組

もうとしているとともに、よりよ

い社会の実現を視野に，自身との

関わりを踏まえて学習を振り返る

とともに，次の学習へのつながり

を見いだそうとしている。 

Ａ 

十分満足

できる 

日本の歴史についてしっかりと理

解しているとともに、諸資料から

様々な情報をしっかりと調べるこ

とができる。 

日本の歴史の変化に関わる事象の

意味や意義，特色などを，多面的

・多角的にしっかりと考察するこ

とができ、考察したことを効果的

に説明したり，それらを基に議論

したりすることがしっかりとでき

る。 

日本の歴史に関わる諸事象につい

て，見通しを持って学習にしっか

りと取り組もうとしており、自身

との関わりを踏まえて学習を振り

返るとともに，次の学習へのつな

がりをしっかりと見いだそうとし

ている。 

Ｂ 

おおむね

満足でき

る 

日本の歴史についておおむね理解

しているとともに、諸資料から様

々な情報をおおむね調べることが

できる。 

日本の歴史の変化に関わる事象の

意味や意義，特色などをおおむね

考察することができ、考察したこ

とを効果的に説明したり，それら

を基に議論したりすることがおお

むねできる。 

日本の歴史に関わる諸事象につい

て，見通しを持って学習におおむ

ね取り組もうとしており、学習を

振り返るとともに，次の学習への

つながりをおおむね見いだそうと

している。 

Ｃ 

努力を要

する 

日本の歴史について理解していな

いとともに、諸資料から様々な情

報を調べることができない。 

日本の歴史の変化に関わる事象の

意味や意義，特色などを，考察す

ることができなく、考察したこと

を説明したり，議論したりするこ

とができない。 

日本の歴史に関わる諸事象につい

て，見通しを持って学習に取り組

めず、学習を振り返り，次の学習

へのつながりを見いだせない。 

評価方法 単元テスト、小テスト、学習課題 単元テスト、学習課題、ノートや

ワークシートの記述内容、授業で

の取り組み状況など 

学習課題、ノートやワークシート

の記述内容、授業での取り組み状

況など 

 

  



令和５年度 「日本史探究」年間学習計画 

学 

期 

時

間 
単元・学習内容 評価の観点（評価規準） ＩＣＴ活用の場面 

前

期 

６ 

 

 

４ 

 

６ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

８ 

 

５ 

日本文化のあけぼの 

 

 

古墳とヤマト政権 

 

律令国家の形成 

 

貴族政治の展開 

 

院政と武士の進出 

 

武家政権の成立 

 

武家社会の成長 

 

近世の幕開け 

【知識・技能】 

原始から近世初期の政治的経済的な歴史事象を理解し

て、さらに諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適切

かつ効果的に調べまとめる事ができる。 

 

【思考・判断・表現】 

原始から近世初期の政治的経済的な歴史事象の変化に

ついて、さまざまな事柄に触れながら（時期や年代，推移

や比較，相互の関連や現在とのつながり）考察し、それを

効果的に他者に伝えることができる。 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習課題に沿って積極的に学習に取り組み、自分自身と

の関わりに着目しながら学習を振り返ることができる。 

前時の振り返り 

 

学習の記録 

 

既習事項定着度合い

を確認する小テスト 

 

写真や動画などの参

考資料の提示 

 

プレゼンテーション

の作成、発表、相互

評価 

 

 

 

 

後

期 

11 

 

７ 

 

６ 

 

５ 

 

７ 

 

４ 

 

９ 

 

12 

幕藩体制の成立と展開 

 

幕藩体制の動揺 

 

近世から近代へ 

 

近代国家の成立 

 

近代国家の展開と国際関係 

 

近代の産業と生活 

 

恐慌と第二次世界大戦 

 

現代の世界と日本 

【知識・技能】 

近世から現代の政治的経済的な歴史事象を理解し、諸資

料から歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に

調べまとめる事ができる。 

 

【思考・判断・表現】 

近世から現代の政治的経済的な歴史事象の変化につい

て、さまざまな事柄に触れながら（時期や年代，推移，比

較，相互の関連や現在とのつながり）考察し、それを効果

的に他者に伝えることができる。 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習課題に沿って積極的に学習に取り組み、自分自身と

の関わりに着目しながら学習を振り返ることができる。 

前時の振り返り 

 

学習の記録 

 

既習事項定着度合い

を確認する小テスト 

 

写真や動画などの参

考資料の提示 

 

話し合いのための情

報収集 

 

 

計 105    

 



令和５年度 北海道美唄尚栄高等学校シラバス 

教科 地歴公民科 科目(選択群) 歴史総合（１年共通） 単位数 ２単位 

科 目 の 目 標 

(1)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視

野から捉え，近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を

適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2)近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，

相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，多面的・多角的に考察し，考察したこ

とを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主

体的に追究，解決しようとする態度を養う。 

特に身に付けたい

力（尚栄ＧＰ） 
思考力、行動力、発信力 

教科書・副教材 
「新選歴史総合」（東京書籍） 

「ダイアローグ歴史総合」（第一学習社） 

学習上の留意点 

(1)常に自主的に学習する姿勢を持ち、集中して授業に取り組みましょう。 

(2)グループ学習では他人の意見や話をよく聞き理解し、自分が意見を述べるときには、相

手に自分の考えがきちんと伝わるよう工夫しましょう。 

(3)配付されたプリントなどは、紛失させることのないようにしっかりと保管しましょう。 

(4)課題のプリントやノートは期日を守って提出しましょう。 

評価の観点、観点別学習状況の評価基準 

 評価の 

  観点 

 

 

 

 

 

 

評価基準 

【知識・技能】 
近現代の歴史の変化に関わる諸事象に

ついて，世界とその中の日本を広く相

互的な視野から捉え，現代的な諸課題

の形成に関わる近現代の歴史を理解し

ているとともに、諸資料から歴史に関

するさまざまな情報を適切かつ効果的

に調べ、まとめる技能を身に付けてい

る。 

【思考・判断・表現】 

近現代の歴史の変化に関わる事

象の意味や意義，特色などを，時

期や年代，推移，比較，相互の関

連や現在とのつながりなどに着

目して，多面的・多角的に考察す

ることができ、考察したことを効

果的に説明したり，それらを基に

議論したりすることができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

近現代の歴史に関わる諸事象につ

いて，見通しを持って学習に取り

組もうとしているとともに、より

よい社会の実現を視野に，自身と

の関わりを踏まえて学習を振り返

るとともに，次の学習へのつなが

りを見いだそうとしている。 

Ａ 

十分満足

できる 

近現代の歴史についてしっかりと

理解しているとともに、諸資料か

ら様々な情報をしっかりと調べる

ことができる。 

近現代の歴史の変化に関わる事象

の意味や意義，特色などを，多面

的・多角的にしっかりと考察する

ことができ、考察したことを効果

的に説明したり，それらを基に議

論したりすることがしっかりとで

きる。 

近現代の歴史に関わる諸事象につ

いて，見通しを持って学習にしっ

かりと取り組もうとしており、自

身との関わりを踏まえて学習を振

り返るとともに，次の学習へのつ

ながりをしっかりと見いだそうと

している。 

Ｂ 

おおむね

満足でき

る 

近現代の歴史についておおむね理

解しているとともに、諸資料から

様々な情報をおおむね調べること

ができる。 

近現代の歴史の変化に関わる事象

の意味や意義，特色などをおおむ

ね考察することができ、考察した

ことを効果的に説明したり，それ

らを基に議論することがおおむね

できる。 

近現代の歴史に関わる諸事象につ

いて，見通しを持って学習におお

むね取り組もうとしており、学習

を振り返るとともに，次の学習へ

のつながりをおおむね見いだそう

としている。 

Ｃ 

努力を要

する 

近現代の歴史について理解してい

ないとともに、諸資料から様々な

情報を調べることができない。 

近現代の歴史の変化に関わる事象

の意味や意義，特色などを，考察

することができなく、考察したこ

とを説明したり，議論したりする

ことができない。 

近現代の歴史に関わる諸事象につ

いて，見通しを持って学習に取り

組めず、学習を振り返り，次の学

習へのつながりを見いだせない。 

評価方法 単元テスト、小テスト、学習課題 単元テスト、学習課題、ノートや

ワークシートの記述内容、授業で

の取り組み状況など 

学習課題、ノートやワークシート

の記述内容、授業での取り組み状

況など 

 

  



令和５年度 「歴史総合」年間学習計画 

学 

期 

時

間 
単元・学習内容 評価の観点（評価規準） ＩＣＴ活用の場面 

前

期 

15 

 

 

17 

 

 

３ 

 

 

結び付く世界と日本の開国 

 

 

国民国家と明治維新 

 

 

近代化と現代的な諸課題 

 

 

 

【知識・技能】 

幕末から明治期の政治的経済的な歴史事象を理解して、

さらに諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適切か

つ効果的に調べまとめる事ができる。 

 

【思考・判断・表現】 

幕末から明治期の政治的経済的な歴史事象の変化につ

いて、さまざまな事柄に触れながら（時期や年代，推移や

比較，相互の関連や現在とのつながり）考察し、それを効

果的に他者に伝えることができる。 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習課題に沿って積極的に学習に取り組み、自分自身と

の関わりに着目しながら学習を振り返ることができる。 

前時の振り返り 

 

学習の記録 

 

既習事項定着度合い

を確認する小テスト 

 

写真や動画などの参

考資料の提示 

 

プレゼンテーション

の作成、発表、相互

評価 

 

 

 

 

後

期 

９ 

 

 

９ 

 

 

２ 

 

 

 

８ 

 

 

７ 

第一次世界大戦と大衆社会 

 

 

経済危機と第二次世界大戦 

 

 

国際秩序の変化や大衆化と現代的な

諸課題 

 

 

冷戦と世界経済 

 

 

世界秩序の変容と日本 

 

 

 

【知識・技能】 

大正期から平成期の政治的経済的な歴史事象を理解し、

諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果

的に調べまとめる事ができる。 

 

【思考・判断・表現】 

大正期から平成期の政治的経済的な歴史事象の変化に

ついて、さまざまな事柄に触れながら（時期や年代，推移

，比較，相互の関連や現在とのつながり）考察し、それを

効果的に他者に伝えることができる。 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習課題に沿って積極的に学習に取り組み、自分自身と

の関わりに着目しながら学習を振り返ることができる。 

前時の振り返り 

 

学習の記録 

 

既習事項定着度合い

を確認する小テスト 

 

写真や動画などの参

考資料の提示 

 

話し合いのための情

報収集 
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令和５年度年間学習計画（シラバス） 

教科名 公 民  科目名  政治・経済  ３年Ｉ選択 

科 目 の 目 標 

 広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深め、現代における政治、経済、

国際関係などについて客観的に理解するとともに、それらに関する諸課題について主体

的に考察し、公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 身に付けさせたい資質・能力（探究心・思考力・知識） 

履 修 年 次  ３年次 単 位 数 ２ 

授 業 の 方 法 一斉授業 

教 科 書 

副 教 材 

『高等学校 現代 政治・経済 改訂版』(清水書院) 

『最新現代社会資料集2022』（第一学習社） 

学 習 に 必 要 な 

物 品 ・ 費 用 等 

 

紙ファイル 

学 習 の 目 標 

(1)政治・経済に関する基本的事項を把握・理解し、それらの知識を基礎とし

て政治的経済的思考力を培う。 

(2)自国の政治・経済体制をより客観的に見る目を育み、国際社会に主体的に

生きる日本人としての資質を養う。 

 

学 習 の 内 容 と 

主 な 学 習 活 動 

・ 言 語 活 動 

(1)政治経済における特質や問題について講義形式で学んでいく。また、社会

における教養を身に付けていく。 

(2)政治体制、経済について学ぶことで我々が生きる社会がどのように成り

立ち、動いているのか、また政治経済の理論を学習し、日常のニュース

について理解できるようになる。 

(3)社会問題に関する知識をもとに、我々はどのようにして社会に参画して

いくのかを考える。 

 

学 習 の 留 意 点 

(1)提出物はしっかり取り組み提出すること。 

(2)レポートを通じて、資料やデータをもとに個人の感想・意見がまとめら

れるようにすること。 

(3)プリントや資料を配布することがあるので、個別にファイルを用意する

など無くさないように工夫すること。 

(4)科目の特性上、日ごろからニュースを見るなど、社会事象について興味

を持つこと。 

評 価 方 法 

「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「資料活用の技能」「知識・理

解」の４観点をもとに総合的に評価します。 

(1)定期考査では出題範囲に関する「知識・理解」の状況を評価するとともに

論述問題等をとおして「思考・判断・表現」の状況を評価します。 

(2)夏季休業中の課題も含め、レポート学習等を通じて自身の感想・意見を筋

道をたてて的確に表現できるかなど、総合的に評価します。 

(3)個人の評価にあたっては、授業態度、出席状況、提出物の提出状況、プリ

ントの管理状況などを含めて(1)(2)とともに総合的に評価します。 

 



令和５年度 「政治・経済」年間学習計画 

学 

期 

月 

別 

時

間 
単元 学習内容 評価の観点（評価規準） 考査等 

前

期 

４ 

 

 

 

５ 

 

６ 

６ 

 

 

 

10 

 

 

 

現代の政治 

１．民主政治の基本

原理 

 

２．日本国憲法 

 

３．基本的人権の保

障 

 

 

 

・近代民主政治の発展 

 

 

・日本国憲法の基本的性格 

 

・法の下の平等 

・自由権的基本権 

・社会権的基本権 

・新しい人権 

【関心・意欲・態度】：全単元共通 

政治・経済の特質を理解し、我々がどの

ような社会を形成していくのかを考え、

意欲的に質問・発言・発表しようとして

いる。 

【資料活用の技能】：全単元共通 

プリントに取り組み、自ら理解を深める

ためのノート作成・工夫をしている。 

【知識・理解】 

・民主政治を歴史的かつ原理的に理解し

ている。 

・日本国憲法の特性と意義、歴史的経験

に学ぶことの重要性を理解している。 

・日本国憲法における、様々な保障規定

や、その歴史的背景について理解してい

る。 

・基本的人権の基本概念・判例を理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

前期中間考査 

ノート提出 

７ 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 

10  

 

 

 

 

 

４ 

 

 

４．国民主権と政治

機構 

 

 

 

 

 

５．現代日本の政治 

 

・国会の仕組みと働き 

・内閣の仕組みと働き 

・裁判所の仕組みと働き 

・地方自治 

 

 

 

・政党政治 

 

【知識・理解】 

・わが国の政治機構の構造と機能を、国

民主権の観点からや権力分立の観点から

理解している。 

 

 

 

・日本の制度の問題点を考え、行政改革

や政治改革の在り方について考察するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

前期期末考査 

ノート提出 

後

期 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

４ 

 

 

６ 

 

 

10 

 

 

６．国際政治と日本 

 

 

 

現代の経済 

１．経済社会と経済

体制 

２．現代経済のしく

み 

・国際社会と国際法 

・国際連合 

・国際政治の動向 

 

・経済社会の変容 

 

・市場機構とその働き 

・資金の循環と金融の働き 

・財政の仕組みと働き 

【知識・理解】 

・国際社会の成立、発展の歴史的背景を

踏まえ、現代の国際関係を動かす基本的

要因を政治的経済的、文化的視点などか

ら理解している。 

・資本主義経済の仕組みとその特徴を理

解している。 

・市場の果たす機能を理解する。 

・金融や財政の仕組みを理解するととも

に、生産活動や日常生活に対して金融政策

や財政政策がいかに大きな影響を及ぼし

ているかを理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

後期中間考査 

ノート提出 

12 

 

１ 

６ 

 

４ 

 

３．労働と社会保障 

 

４． 世界の経済と日

本 

・労働基本権と雇用問題 

・社会保障の成立と発展 

・貿易収支と国際収支 

 

【知識・理解】 

・日本国憲法における労働基本権の保障

と労働三法の基本的な内容を体系的に理

解している。 

・わが国の社会保障制度の基本理念と基

本的な枠組みを理解している。 

・自由貿易と保護貿易の長所、短所を比

較して理解している。 

 

 

後期期末考査 

ノート提出 
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